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開館時間｜9：00–17：00
休館日｜月曜日（祝日の場合は翌平日休館）
※アーティストが不在の場合もありますが、開催中はいつでもスタジオの様子をご覧いただけます。
場所｜なら歴史芸術文化村　芸術文化体験棟3階　スタジオ301・302

主催｜なら歴史芸術文化村

2026.1.10［土］—2.23［月・祝］
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　なら歴史芸術文化村では、さまざまなアーティストの交流プログラムを実施しています。

奈良ゆかりのアーティスト交流プログラムでは、奈良出身、奈良在住または奈良を拠点に活動するアー

ティストを招聘しています。

　vol.8となる今回は、奈良県在住の現代美術作家の赤松加奈さん（1990年、奈良県生）を招聘しま

す。赤松さんは家業である農業の経験を通して自然の中にある生と死や、幼子との日々の生活の中で

生まれた感覚や経験を基に絵画作品を制作しています。また、高校やフリースクールなどの美術教師

として子どもたちと絵を通して交流をしてきました。

　アーティスト活動の傍ら、農業、子育て、美術教師、様々な役割を背負う赤松さんは「いくつもの

役割を背負いながら存在している自分は、どんな姿をしているのだろうか?」という疑問が生じました。

本プログラムでは、そんな問いを出発点に「じぶん」「いのち」「そだてる」の３つのキーワードを軸に、

赤松さん自身の探求とともに、私たちひとりひとりが “じぶん”を見つめなおす機会をつくります。文化

村での創作活動・交流を通じて芽生える赤松さんの新たな創造の種を一緒に育てていきませんか?
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関連イベント情報

1990年奈良県生まれ。京都造形芸術大学大学院芸術表現専
攻ペインティング領域修了。家業である農業の経験を通して自
然の中にある生と死や、幼子との日々の生活の中で生まれた感
覚や経験を基に絵画作品の制作を行っている。近年の主な個
展に「こんにちは、　」（奈良県立美術館ギャラリー、2025年）、
「虫の目とおやの目」（ギャラリーヒルゲート、2025年）、「土の
声を聞き、風とあそぶ」（NEUTRAL、2023年）など。グループ
展に「Oh Deer」（南城美術館、2025年）、「Idemitsu Art 
Award アーティスト・セクション2024」（国立新美術館、
2024年）、「奈良・町家の芸術祭HANARART2022こあ」「今
から、生まれる」（旧荒木邸、2022年）など。
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開館時間｜9:00–17:00　休館日｜月曜日 ※祝日の場合は翌平日休館
〒632-0032 奈良県天理市杣之内町437-3
TEL｜0743-86-4420（代表）
https://www3.pref.nara.jp/bunkamura/

ワークショップ

トーク&ワーク

アーティストトーク

「アーティストと一緒に山辺の道を描こう」
赤松さんの絵画作品に直接参加者も描くことで「観る
ひと」が「描くひと」にもなり、「描くひと」が「観るひと」
にもなるワークショップを行います。

 ① 「じぶん」をめぐるトーク&ワーク
道具を使わず手や体で鉄を曲げて作品制作を行う高松
威さんを講師に招き、作品制作時の思いなど、お話を
伺いながら一緒に鉄を曲げてみるワークを行い、制作
者と鑑賞者の関係性を見つめてみましょう。

2026年 1月17日（土）、31日（土）
両日 ① 13:30–14:00  ② 14:00–14:30 
③ 14:30–15:00
講師：赤松加奈
会場：芸術文化体験棟3階　スタジオ301
対象：3歳～どなたでも
定員：両日各時間帯6名ずつ
（小学生以下は要保護者同伴）（事前申込制）
料金：無料 

2026年 2月7日（土）
13:30–15:00（受付13:15）
講師：赤松加奈、高松威（鉄立体作家）
会場：芸術文化体験棟3階　交流ラウンジ
定員：10名（事前申込制）
料金：無料

 ② 「いのち」をめぐるトーク&ワーク
制作と並行して狩猟、養蜂、教育活動など幅広く活動
をしている井上亜美さんを講師に招きます。それぞれ
の暮らしから生まれた食材を実際に食べながら、循環
する暮らしと制作について対談し、「いのち」を見つめ
てみましょう。

2026年 2月14日（土）
13:30–15:00（受付13:15）
講師：赤松加奈、井上亜美（現代アーティスト）
会場：芸術文化体験棟3階　交流ラウンジ
定員：10名（事前申込制）
料金：無料

 ③ 「そだてる」をめぐるトーク&ワーク
精力的な制作発表だけでなく、長年教育にも携わって
こられた山部泰司さんを講師に招き、絵を描くこと、
育てること、そして生きることについて見つめてみま
しょう。

2026年 2月21日（土）
13:30–15:00（受付13:15）
講師：赤松加奈、山部泰司（画家）
会場：芸術文化体験棟3階　交流ラウンジ
定員：10名（事前申込制）
料金：無料

今回のプログラムを赤松さん、山本雅美さんとともに
振り返ります。

2026年 2月23日（月・祝）
13:30–15:00（受付13:15）
講師：赤松加奈、山本雅美（奈良県立美術館 学芸課長）
会場：芸術文化体験棟3階　交流ラウンジ
定員：10名（事前申込制）
料金：無料

公開制作日

申込方法など詳細は
ホームページをご覧下さい

1月16日、1月23日、1月30日、2月6日、
2月13日、2月20日  ［各13:00–15:00］

上《four fruits》2024｜1,303×1,620×48 mm｜アクリル、キャンバス、パネル
下《ひゅう、どん》2025｜733×910×25 mm｜アクリル、キャンバス、パネル

［電車・バス］JR・近鉄天理駅よりシャトルバス運行（直行・有料）
奈良交通バス「勾田」下車　徒歩15分

［自動車］名阪国道天理 I.C.より南へ約3km
［自転車］サイクルステーションにて更衣室・シャワールームが利用可能
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